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要旨：骨粗鬆症の予防や早期発見・早期治療を行い、骨折患者の減少を図るためには、自

らの骨粗鬆症の程度を簡単に知る方法・指標を確立する必要がある。そこで、骨粗鬆症の

簡易指標となり得る観察視点を見いだすため、現在の骨粗鬆症に対する指標について文献

検討を行った。その結果、骨粗鬆症の指標として身長、口腔内環境、BMI、爪、痛み、睡

眠、ADL の 7 つが使用されていた。痛みや睡眠については、主観的なデータであり元々の

個人差が大きいため一般的な指標とはなり難い。しかし、身長、口腔内環境、爪、BMI、
ADL はセルフチェックができる部位であったり、数値で表されることから、骨粗鬆症の簡

易指標となり得る可能性があると考えられた。 

 
Ⅰ．はじめに 

 骨祖鬆症は WHO（世界保健機関）では，「骨粗鬆症は，低骨量と骨組織の微細構造の

異常を特徴とし，骨の脆弱性が増大し，骨折の危険性が増大する疾患である」と定義され

ている。厚生労働省が行った平成 23 年度の調査によると、入院患者の 68％が 65 歳以上

である。また、65 歳以上の骨折で入院をした者の割合が平成 17 年度は 75％、平成 20 年

は 79.8％、平成 23 年は 82％と増加している 1）。骨粗鬆症の病因解明は進んでおり、予防

法や治療法も近年大きく変化している 2）。また、骨粗鬆症の予防法として運動療法や食事

療法が広く知られている。それでも骨粗鬆症が減少しないのは、骨に対する興味があって

も予防行動につながっていないことや、骨粗鬆症に対し誤った認識を持っている 3-4）こと

も考えられる。 

高齢者の骨量減少は、閉経後のエストロゲンの減少によるものや活性型ビタミン D の減

少、血中カルシウム濃度の減少などにより骨吸収と骨形成のバランスが崩れることが原因

となっている。更に高齢者は筋力の低下や三半規管などの機能が低下し、咄嗟の時にバラ

ンスを保持することが困難となり、転倒の危険が高くなる。また、脆弱となった骨は大き
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な外力のみならず、荷物を持ち上げたり、くしゃみをしたりすることでも骨折する可能性

がある 5）。 
骨折をすると、ほとんどの場合入院を余儀なくされ骨折部位によっては手術が必要にな

る。高齢者の手術は、予備力の低下や侵襲による臓器機能の低下、複数疾患を併存してい

ることから大きなリスクを伴う。その結果、ホメオスタシスの低下により入院期間が長く

なったり、最悪の場合寝たきりになるなど、本人や家族の身体、精神、社会的負担および

金銭的負担が増大することが考えられる。骨折による様々な負担をなくすためにも、骨粗

鬆症の早期発見・早期治療は重要である。 
 現在骨密度を測定する方法として、二重エネルギーＸ線吸収測定法装置、定量的超音波

法装置、エックス線写真による評価など比較的高価な測定機器を使用したり、採血によっ

て骨代謝マーカーを調べる方法がある。これらの方法は医療機関での測定が必要となり、

費用が掛かるため日常的な測定は困難で、身体的な負担がかかることも考えられる。これ

らの問題を解決するためには、自らの骨粗鬆症の程度を簡単に知る方法・指標の確立が必

須である。 
 現在、骨粗鬆症の指標として様々な示唆が得られているが、その全体的な概要が整理さ

れているものは見当たらない。そこで、本研究では高齢者における骨粗鬆症の簡易指標と

なり得る観察視点を見いだすことを目的とし、現在の骨粗鬆症に対する指標について文献

検討を行った。 

 

Ⅱ．研究目的 

 現在明らかとなっている骨粗鬆症の指標を基に、高齢者における骨粗鬆症の簡易指標と

なり得る観察視点を見いだすこと。 

 
Ⅲ．用語の操作上の定義 

 骨粗鬆症の簡易指標とは器具を使用せず骨粗鬆症の程度を判断できる指標とする。骨粗

鬆症の指標とは骨密度測定器や採血等を含む全般的な骨粗鬆症を判断する指標とする。 

 

Ⅳ．研究方法 

 医学中央雑誌(WEB 版)を用い 2004 年～2013 年の過去 10 年間を対象に骨粗鬆症・指標・

高齢者のキーワード、原著論文で検索を行うと 168 件であった。そのうち画像上での指標

の文献 37 件、薬剤や手術など治療と検討した文献 59 件、疾患での検討をした文献 27 件、

血液データを指標とする文献 13 件、高齢者や骨粗鬆症についての検討でない文献 16 件を

除外し、16 件の論文を対象とした。 
 
Ⅴ．結果 

骨粗鬆症の簡易指標と関連のある項目として身長、口腔内環境、BMI、爪、痛み、睡眠、

ADL の 7 つを抽出した。 

1．身長 

身長に関する論文の詳細を表 1に示した。身長に関する文献は 5件であった。そのうち

1件は BMI、痛みの項目と重複していた。 
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1)対象 

 対象の年齢は幅広く、最少年齢 5歳、最高年齢 98 歳であった。性別は 5件中 4件が閉経

後の女性、1件は男性と女性で検討を行っていた。 

2)対象の地域 

 すべて日本国内での研究であった。 

3)研究結果 

（1）既存している指標と比較した研究 

QOLの指標であるSF-36や SF-8を用いたものでは身長低下と体の痛みや心の健康度が低

下する。また、姿勢変形・体型の変化に苦痛を感じていることが明らかとなっている。 

寝たきりの人を対象にした身長推定式の応用として、膝高から最大身長を算出すること

が可能となり、最大身長/膝高比と現在の身長/膝高比の差が大きいほど骨密度が低下する

ことが報告されていた。 

（2）身長低下の程度による研究 

身長低下については、最大身長または 20 歳の身長から 2㎝以上低下している場合は骨粗

鬆症スクリーニングに使用されている FOSTA のハイリスクと同等の骨粗鬆症レベルである

ことや、最大身長から－4 ㎝以上ある場合は椎体圧迫骨折が 1 箇所以上ある可能性が示さ

れていた。 

骨粗鬆症患者では、身長低下や姿勢変形に煩わされると感じることが多くなり、そのこ

とから QOL が低下することも報告されていた。 

 

2．口腔内環境 

口腔内環境に関する文献の詳細を表 2に示した。口腔内環境に関する文献は 4件であっ

た。 

1）対象 

 壮年期～老年期にあたる年代を対象にしており、4件中 3件が女性、1件が男性と女性を

対象に研究を行っていた。 

2）対象の地域 

 すべて日本国内での研究であった。 

3）研究結果 

残存歯数や損失歯数の研究では、歯数は骨折のスクリーニングには使用できないことが

明らかとなっている。一方、歯周病の保持や歯周ポケットの深さに比例して骨粗鬆症に罹

患している可能性が高くなることが報告されている。また、介護予防基本チェックリスト

においてむせの有無や口腔内感想の有無などの「口腔症状」が当てはまる女性は骨密度が

低く、骨量と最大咬合力とは相関があった。口腔内環境の改善は骨量維持・増加に寄与で

きる可能性があった。 
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表 1 身長に関する文献の詳細 

文献番号 年齢 性別 地域 研究期間 研究結果 

7 64～92 歳 

女性   

（検査にて閉

経後骨粗鬆症

と診断） 

日本 記載なし 

身長低下が-4cm 以上ある場

合は椎体圧迫骨折が１箇所

以上ある可能性が高い 

8 63.6±7.6 歳 閉経後女性 日本 2006～2007

最大身長から 2 ㎝以上の身

長低下があれば FOSTA＜－1

とほぼ同等の骨粗鬆症ハイ

リスク群となる 

9 5～98 歳 

男女   

（日常生活可

能な骨粗鬆症

患者） 

日本 記載なし 

最大身長/膝高比と身長/膝

高比の差で骨密度の低下が

予測される 

10 58.9～72.1歳 閉経後女性 日本 記載なし 

体重・身長低下に伴って

体の痛みを感じることが多

くなる 

11 73.6±7.1 歳 
女性   

骨粗鬆症患者
日本 記載なし 

骨粗鬆症になると身長低下

および姿勢変形といった体

型の変化に煩わされ身長低

下は QOL 低下と関連してい

る 

 

 

 

 

 

 

甲谷 ・ 奥山 ・ 道繁 ・ 杉野 ： 高齢者に対する骨粗鬆症の簡易指標についての文献検討

- 28 -



山陽論叢 第 21 巻（2014） 

 

5 
 

表 2 口腔内環境に関する文献の詳細 

文献番号 年齢 性別 地域 研究期間 研究結果 

12 68.2±9.4歳 閉経後女性 日本 1991～2011

歯数や歯の喪失数は骨折の

有無のスクリーニングにな

らない 

13 前期高齢者 女性 日本・秋田 記載なし 

介護予防基本チェックリス

トの「口腔」症状がある女

性は骨密度が低い 

14 59.0±6.6歳 

閉経後女性 

日本・愛知 記載なし 

骨粗鬆症に罹患していると

歯周ポケットが深くなって

いる部位が多い 

（骨粗鬆症の

治療歴のない

慢性歯周炎患

者） 

15 

男：72.4±

5.83 歳  

女： 70.7±

6.26 歳 

男女 日本・高槻市 2005.5～6 
最大咬合力と骨量と相関が

ある 

 

 

3．BMI 

BMI に関する文献の詳細を表 3に示した。BMI に関する文献は 3件あり、そのうち 1件は

身長、痛みの項目と重複していた。 

1）対象 

 壮年期～老年期の年代を対象にしていた。3 件中 2 件が女性を対象で、そのうち 1 件は

Ⅱ型糖尿病を持つ女性が対象であった。残り 1件は男性と女性を対象に研究を行っていた。 

2）対象の地域 

 中華人民共和国、日本、大韓民国での研究であった。 

3）研究結果 

SF-36 用いて閉経後女性を研究した文献では、骨粗鬆症・骨密度の指標となり得る身体

の痛みは肥満によって増加することが明らかになっている。しかし、2 型糖尿病をもつ閉

経後の女性では、低 BMI は骨粗鬆症の指標とされている。また、閉経前の若い成人女性が

最大骨量を得るには体脂肪を減少させることが必要であるとの報告もあった。以上より閉

経前・閉経後や年齢によって BMI や脂肪量と骨密度との関係が変化する可能性があった。 
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表 3 BMI に関する論文の詳細 

文献番号 年齢 性別 地域 研究期間 研究結果 

16 40～81 歳 
閉経後の２型

糖尿病の女性 

海外   

（中国） 

1997.4～

2005.12 

２型糖尿病における閉経後

患者において低い BMI は骨

粗鬆症のリスクが高い 

10 
58.9～72.1

歳 
閉経後女性 日本 記載なし 

肥満によって、体の痛みを

感じることが多くなる 

17 20～88 歳 男女 
海外   

(韓国） 

2007.9～

2008.8 

閉経前女性では脂肪量が少

ないと骨密度が高い 

 

 

4．爪 

爪に関する文献の詳細を表 4に示した。爪に関する文献は 1件であった。 

1）対象 

 中年期～老年期の年代を対象にしており、男性と女性さらに閉経前女性・閉経後女性で

の検討を行っていた。 

2）対象の地域 

 日本国内での研究であった。 

3）研究結果 

手爪と足爪の Ca 濃度は男女とも年齢とともに減少し、Mg 濃度は増加傾向であった。ま

た、足爪の Mg 濃度は男女ともに大きな変化はみられなかった。閉経後の女性は閉経前の女

性に比べて手爪の Ca 濃度が明らかに低下していた。 

 

表 4 爪に関する文献の詳細 

文献番号 年齢 性別 地域 研究期間 研究結果 

18 64.6±2.2 歳 男女 日本 記載なし 

手と足の爪のCaは腰椎骨密

度と正の関連があり、手の

爪 Mg は負の関連性がある 

 

5．痛み 

痛みに関する文献の詳細を表 5に示した。痛みに関する文献は 3件あり、そのうち 1件

は身長、BMI の項目と重複していた。 

1）対象 

 壮年期～老年期の年代を対象にしており、3 件すべて閉経後女性を対象に検討を行って

いた。 

2）対象の地域 

 3 件中 2件が日本国内、1件はトルコ共和国での研究であった。 
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3）研究結果 

SF-36 と QOL との研究によると、骨粗鬆症がある群では、体の痛みを感じることが多か

った。また、頚骨を圧迫して痛みを感じたときの圧が低いほど骨密度が低いことが報告さ

れ、体の痛みは骨密度の低下を表している可能性があった。 

 

表 5 痛みに関する文献の詳細 

文献番号 年齢 性別 地域 研究期間 研究結果 

19 平均 56 歳 閉経後女性 
海外   

(トルコ) 
記載なし 

脛骨の痛みを感じる圧が低

いほど骨密度が低い 

20 57.7～64.7歳 閉経後女性 日本 記載なし 
骨粗鬆症群は体の痛みを感

じる事が多い 

10 58.9～72.1歳 閉経後女性 日本 記載なし 
骨粗鬆症群は体の痛みを感

じる事が多い 

 

 

6．睡眠 

睡眠に関する文献の詳細を表 6に示した。睡眠に関する文献は 1件であった。 

1）対象 

 壮年期～中年期の年代で、閉経後女性を対象としていた。 

2）対象の地域 

 トルコ共和国での研究であった。 

3）研究結果 

ピッツバーグ睡眠質問表(PSQI)を用いて睡眠の質を調査したところ、閉経後の女性は骨

粗鬆症により睡眠の質が低下していた。 

表 6 睡眠に関する文献の詳細 

文献番

号 
年齢 性別 地域 研究期間 研究結果 

21 
51.5～63.9

歳 
閉経後女性 

海外    

(トルコ)
記載なし

骨粗鬆症の閉経後女性は睡眠の質が

悪いと感じている 

  

 

7．ADL 

ADL に関する文献の詳細を表 7に示した。ADL に関する文献は 1件であった。 

1）対象 

 60 歳以上の男性と女性を対象としていた。 

2）対象の地域 

 日本国内での研究であった。 
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3）研究結果 

男性は大腿骨頸の年次骨密度変化率が屈伸運動の能力低下と相関していた。また、女性

は腰椎の年次骨密度変化率が伸び運動能力と、大腿骨頸の年次骨密度変化率と持ち上げ運

動に相関していた。 

 

表 7 ADL に関する文献の詳細 

文献番号 年齢 性別 地域 研究期間 研究結果 

22 60 歳以上 男女 

日本   

和歌山県 

美山村 

1990～2000

男性：大腿骨頸の年次骨密

度変化率が屈伸運動の能力

低下と相関 

女性：腰椎の年次骨密度変

化率が伸び運動能力と、大

腿骨頸の年次骨密度変化率

と持ち上げ運動に相関 

 

Ⅵ．考察 

 結果で示された 7つの項目はいずれも骨粗鬆症や骨密度の低下との関連があった。 

痛みや睡眠については、主観的なデータであり、個人差もある。また、認知機能の低下

や治療内容、疾患や薬剤の影響などにより大きな変動がある可能性も考えられるため、一

般的な指標とはなり難い。 

 しかし、痛みに関しては、骨粗鬆症による腰椎圧迫骨折からの痛み等が出現する可能性

があり、痛みは認知機能の低下があっても訴えることが可能である。痛みの部位などによ

っては骨粗鬆症の指標となる可能性もあるが、すでに骨折があり痛みが出現している場合

は予防としての意義は成さない。 

一方身長、口腔内環境、爪、BMI、ADL は高齢者でもセルフチェックができる部位であっ

たり、数値で表される項目であるため、本人以外でも観察ができる簡易指標を確立できる

可能性が高いと考える。BMI のように閉経前・後で指標が変化する場合もあるため、対象

年齢を広げて研究を行う必要がある。 

以上より、骨粗鬆症の簡易指標となり得る観察項目として身長、口腔内環境、爪、BMI、

ADL を見出すことができた。しかし、各項目と骨粗鬆症の程度、例えば歯周病の程度や爪

の状態、身長低下の程度等と骨粗鬆症の程度にはまだ明確なエビデンスがない。今後、骨

粗鬆症の簡易指標を作成するためにそれぞれの因果関係を立証していく必要がある。 

 
Ⅶ．結論 
 医学中央雑誌から検索された文献をもとに、現在報告されている高齢者に対する骨粗鬆

症の指標について検討した結果、痛み、睡眠、口腔内環境、身長、爪、BMI、ADL の 7
つの観察項目が導き出された。その中でも客観的に評価ができる身長、口腔内環境、爪、

BMI、ADL から骨粗鬆症の簡易指標を作成できる可能性が高いことが分かった。 
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